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丸
付
け
は
授
業
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

テ
ス
ト
の
丸
付
け
（
採
点
）
は
、
教
師
の
学
級
事
務

の
ひ
と
つ
だ
。
子
ど
も
た
ち
も
「
丸
を
も
ら
う
」
と
表

現
す
る
よ
う
に
、
「
丸
付
け
」
は
日
本
の
学
校
教
育
の

在
り
方
を
示
し
て
い
る
。
丸
を
も
ら
う
こ
と
が
子
ど
も

た
ち
の
学
び
の
目
標
と
な
り
、
教
師
も
全
員
に
丸
を
付

け
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
き
た
。
こ
の
学
校
文
化
が

正
解
主
義
を
助
長
し
て
き
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
正
解

主
義
は
、
子
ど
も
た
ち
に
正
解
は
ひ
と
つ
で
あ
る
と
思

い
込
ま
せ
、
そ
の
正
解
を
求
め
る
こ
と
が
勉
強
で
あ
る

と
信
じ
さ
せ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　

単
元
の
終
わ
り
な
ど
に
行
わ
れ
る
テ
ス
ト
は
、
正
解

す
る
こ
と
の
み
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
何
が
で
き
て
何

が
で
き
な
か
っ
た
の
か
を
明
確
に
す
る
た
め
の
手
段
で
あ

る
。
丸
を
も
ら
う
こ
と
よ
り
も
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を

あ
ぶ
り
だ
し
、
わ
か
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
価
値
が
あ

る
。
そ
こ
か
ら
次
の
学
び
が
始
ま
る
と
も
言
え
る
の
だ
。

　

昨
今
、
自
動
採
点
や
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
登
場
に
よ
り
、
教
師

は
そ
ん
な
丸
付
け
か
ら
解
放
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
瞬
時
に

採
点
さ
れ
、
誤
答
分
析
も
含
め
た
統
計
処
理
を
し
て
く

れ
る
。
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
一
貫
と
し
て
、

校
務
支
援
員
に
採
点
を
委
ね
る
学
校
も
あ
る
。
評
価
資

料
や
学
校
の
課
題
を
見
出
す
た
め
に
は
有
効
な
手
段
で

あ
る
こ
と
は
確
か
だ
。
し
か
し
、
本
当
に
そ
れ
で
い
い

の
か
と
疑
問
を
抱
く
。
教
師
は
丸
付
け
を
し
な
が
ら
そ

の
子
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
る
。
文
字
の
癖
を
直
し
、
さ

ら
に
「
こ
こ
が
わ
か
っ
て
い
な
い
の
か
」
「
問
題
を
最

後
ま
で
読
ん
で
い
な
い
な
」
と
い
っ
た
誤
答
分
析
を
し

て
き
た
の
だ
。
そ
れ
が
、
次
時
の
授
業
に
生
か
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
助
言
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
の

教
師
の
営
み
は
Ａ
Ｉ
に
は
で
き
な
い
教
師
の
専
門
性
で

あ
る
。
「
丸
付
け
」
を
し
な
が
ら
高
度
な
誤
答
分
析
と

授
業
改
善
へ
の
検
討
を
同
時
に
行
っ
て
い
る
の
だ
。

　

「
丸
付
け
」
を
学
級
事
務
と
考
え
ず
、
自
ら
の
授
業

改
善
と
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
学
力
定
着
の
た
め
の
授

業
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
考
え
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
そ
の

意
味
で
も
評
価
教
材
の
質
が
問
わ
れ
る
。
第
38
期
の
教

材
調
査
会
で
も
、
子
ど
も
た
ち
と
採
点
す
る
教
師
の
顔

を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

第
38
期
学
校
教
材
調
査
会
理
科
専
門
委
員

国
士
舘
大
学
体
育
学
部
こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科
教
授

喜
名
　
朝
博
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一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会
（
辻
村
哲
夫
会
長
）
で
は
、
第
４
回
定
例
理
事
会
を
６
月
27
日
に
東
京
都
・

千
代
田
区
の
「
出
版
ク
ラ
ブ
」
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
新
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案
を
策
定
し
た
。

日
２
０
２
４
年
度
第
４
回
理
事
会
開
催

新
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
を
策
定

○
出
版
社
代
表
者
会
議
も
開
催

　

理
事
会
前
に
出
版
社
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、
日
図

協
・
全
図
協
の
会
費
案
に
つ
い
て
検
討
し
た
ほ
か
、
日

本
文
藝
家
協
会
使
用
料
規
程
改
訂
へ
の
対
応
、
日
本
教

材
学
会
へ
の
支
援
、
学
校
か
ら
の
教
材
注
文
シ
ス
テ
ム

の
開
発
検
討
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

＊　

＊　

＊

６
月
17
日

日
業
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
を
開
催

　

業
界
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
委
員
会

（
委
員
長
・
岸

田
賢
一
郎
文
溪

堂
情
報
シ
ス
テ

ム
部
部
長
）
で

は
、
「

協

会

会

議
室
」
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
新
学

期
後
の
会
議
を

開
い
た
。

　

は
じ
め
に
任

期
満
了
に
よ
る

　

新
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
教
科
書
著
作
権
協
会

と
の
ル
ー
ル
改
定
の
周
知
徹
底
、
学
校
教
材
調
査
会
の

実
施
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
や
教
育
Ｄ
Ｘ
に
対
応
し
た
学
校
用

デ
ジ
タ
ル
教
材
に
関
す
る
諸
課
題
の
検
討
、
学
校
用
教

材
の
著
作
権
に
関
す
る
活
動
、
学
校
用
教
材
の
採
用
促

進
の
た
め
の
活
動
、
基
本
財
産
の
運
用
の
ほ
か
、
日
本

教
材
学
会
の
活
動
支
援
を
新
た
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
確
認
を
し
た
。

委
員
長
を
選
任
し
た
ほ
か
、
２
０
２
７
年
度
以
降
の
正

副
委
員
長
出
版
社
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

今
年
度
の
「
図
書
教
材
ネ
ッ
ト
」
の
稼
働
状
況
は
、

４
月
30
日
時
点
で
利
用
販
売
店
数
５
２
８
店
（
昨
年
同

期
間
比
38
社
増
）
、
発
注
デ
ー
タ
件
数
７
８
０
、
９
７

５
件
（
同
期
間
比
５
９
、
７
１
３
件
増
）
と
大
幅
に
増

回
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
来
年
度
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
改
修
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

６
月
10
日
～
７
月
４
日

日
第
38
期
学
校
教
材
調
査
会 

第
３
回
分
科
会
開
催

　

第
38
期
学
校
教
材
調
査
会
で
は
、
各
教
科
第
３
回
分

科
会
を
「
協
会
会
議
室
」
で
開
催
し
た
。
当
日
は
、
前

回
検
討
し
た
調
査
基
準
を
も
と
に
各
委
員
が
実
際
に

教
材
を
調
査
し
、

試
作
し
た
調
査
結

果
一
覧
表
を
持
ち

寄
っ
た
。
そ
れ
を

も
と
に
意
見
交
換

を
行
っ
た
上
で
、

調
査
基
準
や
調
査

結
果
一
覧
表
の
形

式
を
確
認
し
た
。

今
後
、
確
認
し
た

基
準
な
ど
を
も
と

に
本
格
的
な
調
査

を
進
め
て
い
く
。

　

第
４
回
分
科
会
で
は
、
分
科
会
終
了
後
か
ら
各
社
別

研
究
会
開
催
、
一
覧
表
（
最
終
版
）
の
作
成
等
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
ほ
か
、
各
社
別
研
究
会
当
日
の
進
行
に
つ

い
て
も
確
認
す
る
予
定
に
し
て
い
る
。

〈国語科〉

業界ネットワーク委員会
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一
般
社
団
法
人
全
国
図
書
教
材
協
議
会
（
細
谷
美
明
会
長
）
で
は
、
６
月
27
日
に
第
３
回
理
事
会
を
東
京
都
・
千

代
田
区
「
出
版
ク
ラ
ブ
」
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。
ま
た
、
理
事
会
前
に
は
、
幹
事
会
、
出
版
社
代
表
者
会
議

を
開
催
し
、
理
事
会
で
は
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
主
に
次
の
審
議
を
行
っ
た
。

全
２
０
２
４
年
度
第
３
回
理
事
会
を
開
催

２
０
２
５
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
を
審
議
、
各
事
業
の
推
進
状
況
を
確
認

○
２
０
２
４
年
度
事
業
中
間
報
告

　

能
登
半
島
地
震
へ
の
対
応
、
文
科
省
と
の
連
携
、
教

育
委
員
会
及
び
各
都
道
府
県
小
・
中
学
校
長
会
長
あ
て

文
書
の
送
付
、
学
校
で
の
一
斉
採
用
の
重
要
性
に
つ
い

て
の
共
有
と
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
、
学
校
で

の
予
算
増
額
の
お
願
い
文
書
及
び
物
流
対
策
文
書
の

ひ
な
型
送
付
、
販
売
店
向
け
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
の
運

用
、
販
売
店
向
け
各
種
制
度
（
生
命
共
済
、
総
合
補
償
、

福
利
厚
生
）
の
運
用
状
況
、
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
対

策
、
教
師
向
け
セ
ミ
ナ
ー
助
成
金
申
請
の
認
定
な
ど
に

つ
い
て
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
用
教
材
の
採
用
促
進
の
た
め
の
働
き
か

け
と
し
て
先
生
を
対
象
と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
企
画
、
教

材
士
研
修
制
度
・
基
礎
コ
ー
ス
講
座
の
運
用
、
学
校
で

の
Ｆ
Ａ
Ｘ
見
直
し
を
受
け
た
学
校
か
ら
の
注
文
シ
ス

テ
ム
の
開
発
の
提
案
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
方
針
を
承
認

し
た
。

○
２
０
２
５
年
度
事
業
計
画
案
並
び
に
収
支
予
算
大

綱
の
編
成

　

事
業
計
画
案
で
は
、
学
校
か
ら
の
注
文
シ
ス
テ
ム

の
開
発
、
先
生
を
対
象
と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
企
画
等

を
新
た
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。
収
支
予
算
大
綱
は
、

２
０
２
４
年
度
の
予
算
執
行
状
況
を
見
な
が
ら
策
定

し
、
総
会
に
提
案
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
２
０
２
５
年
度
通
常
総
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

２
０
２
５
年
度
の
総
会
日
程
（
９
月
25
、
26
日
）
を

全国図書教材協議会　理事会
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模
校
対
策
、
ブ
ロ
ッ
ク
小
学
部
会
並
び
に
営
業
部
長
会

か
ら
の
要
望
事
項
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

中
学
校
で
は
、
「
子
ど
も
た
ち
の
み
ら
い
の
学
び
を

支
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
企
画
（
各
ブ
ロ
ッ
ク
と
営

業
部
長
会
と
の
意
見
交
換
会
、
全
中
目
安
箱
）
、
複
写

複
製
・
公
衆
送
信
禁
止
の
取
り
組
み
や
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
対
策
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

６
月
27
日

全
幹
事
会
を
開
催

　

理
事
会
に
先
立
ち
開
催
し
た
幹
事
会
で
は
、
事
前
に

開
か
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
小
・
中
学
部
会
長
会
議
か
ら
の
報

告
を
受
け
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
ほ
か
、
学
校
か
ら
の

注
文
シ
ス
テ
ム
の
開
発
は
幹
事
会
を
中
心
に
検
討
し
て

い
く
こ
と
を
理
事
会
に
提
案
す
る
こ
と
と
し
、
詳
細
は

幹
事
会
で
選
出

し
た
作
業
部
会

で
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
先
生
を

対
象
と
し
た
ヒ

ア
リ
ン
グ
企
画
、

教
材
士
研
修
制

度
・
基
礎
コ
ー

ス
講
座
の
運
用
、

滅
失
教
材
の
提

供
対
応
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
、
協
会
長
会
議
の
企
画
等
に
つ
い
て
の
協
議
、
販
売

店
向
け
研
修
会
助
成
金
申
請
の
認
定
な
ど
を
行
っ
た
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

６
月
14
日

全
東
京
都
（
小
学
）
協
会
主
催
研
修
会
を
開
催

　

東
京
都
（
小
学
）
協
会
で
は
、
千
代
田
区
「
出
版
ク

ラ
ブ
」
で
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
協
会
会
員
・
従
業
員
約
25
名
が
参
加
し
、

第
一
部
と
し
て
全
図
協
・
渡
部
竜
士
専
務
理
事
に
よ
る

「
こ
れ
か
ら
の
教
育
政
策
と
学
校
教
材
の
ゆ
く
え
」
と

題
し
た
講
演
と
、
第
二
部
と
し
て
教
育
委
員
会
主
導

学
校
徴
収
金
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
を

行
っ
た
。

幹事会

加盟出版社からのお知らせ

□㈱文溪堂□

　６月 24 日開催の定時株主総会並びに取締役会において、

取締役の異動を、次の通り行いました。

　代表取締役会長                 　水谷 邦照

　代表取締役社長                 　水谷 泰三

　取締役（編集本部長、ＩＣＴ事業本部長）   杉野 幸男

　取締役（東京本部長）     　　　　　　 石黒 幸治

　取締役（出版・物流本部長）     　　　  近藤 哲生

　取締役（管理本部長）     　　　　　　 佐々木幸男（新任）

　取締役（営業本部長、製作本部長）     　 水谷 雄一（新任）

　社外取締役                         有松 育子

確
認
し
、
２
日
目
の
協
会
長
会
議
で
は
全
図
協
・
渡
部

竜
士
専
務
理
事
に
よ
る
講
演
と
各
協
会
の
課
題
に
応

じ
て
テ
ー
マ
毎
に
分
か
れ
た
分
科
会
を
開
催
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

６
月
18
日
、
20
日
、
26
日

全
ブ
ロ
ッ
ク
小
・
中
学
部
会
長
会
議
並
び
に

　

出
版
社
営
業
部
長
と
の
協
議
会
を
開
催

　

理
事
会
に
先
立
ち
、
18
日
に
ブ
ロ
ッ
ク
小
学
部
会
長

会
議
、
20
日
に
ブ
ロ
ッ
ク
中
学
部
会
長
会
議
、
26
日
に

ブ
ロ
ッ
ク
小
・
中
学
部
会
長
会
議
並
び
に
出
版
社
営
業

部
長
と
の
協
議
会
を
開
催
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
新
学
期
の
情
勢
報

告
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
小
学
校
は
、
評
価
テ

ス
ト
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
化
の
動
向
、
見
本
の
簡
素
化
及
び
小
規

ブロック小・中学部会長と出版社営業部長との協議会

（小学校）

（中学校）



5

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
７
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
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業界・協会ＮＥＷＳ
　 :日本図書教材協会　      : 全国図書教材協議会　      : 日本教材学会日 全 学

新社長のあいさつ

株式会社日本標準　高橋 直樹

　株式会社日本標準の

代表取締役に就任いた

しました高橋直樹で

す。長年、財務畑で数

字と格闘してきました

ので、これまでは社外

に出る経験はあまりあ

りませんでした。

　これからは出版社代表者の一員として図書

教材業界の発展に少しでも力になれればと考

えております。昨今、先生方の厳しい労働環

境や変わりゆく子どもたちの学習環境を目の

当たりにするにつけ、私たち教材出版社と販

売代理店様の果たす役割は限りないとの思い

を強くしています。

　私は経験不足ゆえ、未熟な点は多々ありま

すが、子どもたちの学力向上に貢献したいと

いう熱意は人一倍持っております。皆さまか

らのご指導をよろしくお願いいたします。

≪略歴≫

昭和 40 年８月生まれ 東京都出身

平成 ２ 年３月 中央大学法学部卒業

平成 ２ 年４月 株式会社日本標準入社

平成 25 年９月 財務部長

令和 ６ 年５月 取締役

７
月
14
日

全
都
道
府
県
協
会
総
会
に
お
け
る
基

礎
資
料
を
作
成
・
配
布

　

例
年
通
り
各
都
道
府
県
協
会
総
会
で

会
員
に
説
明
し
て
ほ
し
い
内
容
を
事
務

局
で
ま
と
め
、
各
協
会
総
会
に
お
け
る

基
礎
資
料
と
し
て
協
会
長
と
出
版
社
に

配
布
し
た
。

　

２
０
２
５
年
度
版
基
礎
資
料
で
は
、

全
図
協
の
事
業
、
教
育
行
政
の
動
向
、

最
近
の
話
題
な
ど
、
特
に
次
期
学
習
指

導
要
領
諮
問
や
教
育
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
業

界
と
し
て
の
課
題
等
に
つ
い
て
触
れ
て

い
る
。

　今年度も８月１日より会員販売店と加

盟出版社を対象に実施します。なお、新

たに講座の追加などリニューアルも行っ

ています。また、秋頃には全会員向けの

無料講座（特別講座）の開講を予定して

います。

・新講座「学習指導要領の作成過程と現
在の学校教育の諸課題」（講座10）を
開講

・前年度までに全講座履修済みの方は受
講料無料

是非お申し込みください。申し込みは協

会ホームページよりお願いします。

教材士研修制度教材士研修制度
基礎コース講座基礎コース講座

今年度今年度もも
実施実施しますします！！
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〇
『
コ
ロ
カ
ラ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』
と
は
？

　

『
コ
ロ
カ
ラ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』
は
、
中
学
校
の
授
業
で
使

う
包
括
的
性
教
育
の
教
材
で
す
。
包
括
的
性
教
育
の
国

際
的
な
指
標
と
し
て
知
ら
れ
る
『
国
際
セ
ク
シ
ュ
ア

リ
テ
ィ
教
育
ガ
イ
ダ
ン
ス
』（
ユ
ネ
ス
コ
）
に
基
づ
き
、

か
ら
だ
の
変
化
や
生
殖
の
し
く
み
の
み
な
ら
ず
、
か
ら

だ
の
権
利
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
性
の
多
様
性
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
性
暴
力
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
扱
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
知
識
に
基
づ
い
て
よ
り
よ
い

選
択
を
し
た
り
、
自
他
と
も
に
尊
重
さ
れ
る
関
係
を
築

い
た
り
す
る
た
め
の
態
度
や
ス
キ
ル
の
獲
得
を
通
し

て
、
学
習
者
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
を
目
指
し

コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
の
大
切
に
し
か
た
入
門

『
コ
ロ
カ
ラ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』

中
学
校
の
授
業
で
使
え
る
包
括
的
性
教
育
の
教
材
、
で
き
ま
し
た

☆日図協加盟出版社の発行している教材につ

いて、実際の授業における活用例、より効果

が得られるポイント（場面・方法）などをご

紹介します。

教材活用シリーズ　  第 180 回

ま
す
。

　

「
か
ら
だ
」
や
「
こ
こ
ろ
」
に
つ
い
て
、
ま
た
自
分

の
も
っ
て
い
る
権
利
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
こ
と
は
、

人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
い
て
よ
り
よ
い
選
択

を
す
る
た
め
に
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら

の
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
互
い
を
尊
重
し
合
い

な
が
ら
、
自
分
あ
る
い
は
自
分
た
ち
が
望
む
社
会
を
思

い
描
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
包
括
的

性
教
育
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
先
生
が
教
え
る
の
、
大
変
で
は
？

　

た
し
か
に
、
包
括
的
性
教
育
を
専
門
的
に
学
ん
だ
先

生
は
決
し
て
多
く

は
な
い
の
が
実
情

で
す
。
ご
経
験
の

な
い
先
生
が
い
き

な
り
授
業
を
実
施

す
る
の
は
簡
単
な

こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、『
コ

ロ
カ
ラ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』

で
は
、
包
括
的
性

教
育
の
ご
経
験
が

な
い
先
生
に
も
授

業
が
し
や
す
い
よ

う
、
構
成
に
工
夫

を
施
し
ま
し
た
。

　

教
材
の
前
半
「
教

室
で
観
よ
う
」
で

は
、
専
門
的
な
内

容
は
、
助
産
師
で

性
教
育
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

㈱正進社

『コロカラＢＯＯＫ』

㈱正進社

編集部

と

コ
コ
ロ

カ
ラ
ダ

の
大
切
に
し
か
た
入
門

一般社団法人日本図書教材協会会員

● 定価には一人分の動画視聴ライセンス代が
含まれています

● この出版物は、再販売価格維持契約に
もとづく定価販売励行出版物です。

● 本書を複製して使用すると著作権法
違反となります。

学校納入定価 990 円（税込み）

コロカラBOOK
ココロとカラダの大切にしかた入門

A0

幸せのカタチは
みーんな違うから

とココロ カラダ の大切にしかた入門

560010

1年 組 番 名前

2年 組 番

3年 組 番

自分のからだを大切にする

多様な生き方を尊重しあう

他者とのかかわりの中で生きる

TOPIC

1

はじめに

巻末資料

この本の使い方 ／ この本で学ぶこと  ��������������������������������������������

クイズとPLAYの答え ／ 相談先一覧 ／
Recommendations（本・動画・Webサイト） ／ さくいん ������������������

#バウンダリー　#思春期　
#からだの変化　＃性器　
＃月経　#射精

TOPIC

2 #卵子　#精子　#受精　
#着床　#妊娠　#出産

TOPIC

3
#ジェンダー　#女らしさ　
#男らしさ　#ジェンダーバイアス
#男女格差

TOPIC

4
#性の4つの要素　#SOGIE　
#多様性　#性的マイノリティ　
#LGBTQ+　#アライ

149

002

069

081

091

103

117

127

137

007

017

027

035

043

051

059

教室で
観よう

自分で
読もう

自分のからだをケアする

生まれるってどういうこと？

ジェンダーって何？

対等なコミュニケーションのあり方

性のあり方は人それぞれ

性暴力を考える

どんなふうに生きてみよう？

TOPIC

5 #同意　#デートDV　

TOPIC

6 #性暴力　#情報モラル　
#メディアリテラシー

TOPIC

7
#性と生殖に関する健康と権利　
#性的接触　#同意　#性感染症　
#妊娠　#避妊　#人工妊娠中絶　

CO N T E N T S

001

コロカラBOOK.indb   1コロカラBOOK.indb   1 2024/02/22   19:102024/02/22   19:10

▲ 『コロカラＢＯＯＫ』 で扱う内容

▲専門的な内容は動画で解説

▼解説動画
　 sample



7

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
７
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
７
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の
シ
オ
リ
ー
ヌ
さ
ん
が
す
べ
て
動
画
で
解

説
し
て
く
れ
ま
す
。
先
生
に
は
「
進
行
役
」
を
務
め
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
ち
ょ
う
ど
外
部
講
師
に
よ
る
講
演

を
聴
く
と
き
の
よ
う
に
、
生
徒
と
先
生
が
一
緒
に
な
っ

て
授
業
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

教
材
の
後
半
「
自
分
で
読
も
う
」
は
、
も
っ
と
知
り

た
い
こ
と
や
何
か
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
る
と
き
に

生
徒
が
自
分
自
身
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
パ
ー
ト
で

す
。
授
業
の
あ
と
で
さ
ら
に
知
識
を
深
め
る
た
め
に

読
ん
で
も
い
い
し
、
必
要
に
応
じ
て
調
べ
も
の
に
使
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。
性
に
関
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
に

よ
っ
て
興
味
・
関
心
も
、
受
け
止
め
方
も
異
な
り
ま
す
。

「
自
分
で
読
も
う
」
は
、
そ
う
し
た
生
徒
た
ち
の
多
様

な
状
況
に
対
応
し
つ
つ
、
生
徒
自
身
の
主
体
的
な
学
習

を
手
助
け
し
ま
す
。

〇
ど
の
時
間
を
使
っ
て
授
業
を
す
る
の
？

　

特
別
活
動
・
総
合
的
な
学
習
・
道
徳
の
時
間
の
ほ
か
、

保
健
や
理
科
を
は
じ
め
と
し
た
関
連
の
深
い
教
科
の

時
間
に
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
教
科
と

の
結
び
つ
き
を
対
照
表
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

１
ト
ピ
ッ
ク
は
、
授
業
１
コ
マ
で
完
結
し
ま
す
。『
コ

ロ
カ
ラ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』
に
は
全
７
ト
ピ
ッ
ク
あ
り
、
7
コ

マ
で
す
べ
て
の
ト
ピ
ッ
ク
を
学
習
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
各
ト
ピ
ッ
ク
は
ど
の
学
年
で
も
学
習
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
例
え
ば
３
年
間
で
学
習
す
る
場
合
、

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
１
・
２
を
１
年
生
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
３
・
４
を

２
年
生
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
５
〜
７
を
３
年
生
で
扱
う
の
が

お
す
す
め
で
す
。

　

中
学
校
で
包
括
的
性
教
育
の
授
業
を
実
施
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
保
護
者
の
方
々
の
理
解
を
得
る
こ
と
が

大
切
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
、
保
護
者
へ
の
お
知
ら
せ
テ
ン
プ
レ
ー

ト
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

〇
包
括
的
性
教
育
、
み
ん
な
ど
う
思
っ
て
る
？

　

正
進
社
で
は
、
２
０
２
３
年
12
月
１
日
か
ら

２
０
２
４
年
１
月
15
日
に
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
「
#
学
校
で
性
教
育
を
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
大
変

多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
モ
ニ
タ
ー
を

希
望
す
る
中
学
校
へ
『
コ
ロ
カ
ラ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』
を
無
償

配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
無
償
配
布
先
（
計
１
２
９
校
）
の
生
徒
・
先

生
・
保
護
者
を
対
象
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

２
０
２
４
年
４
月
１
日
か
ら
２
０
２
５
年
３
月
31
日

ま
で
に
、
80
校
（
生
徒
：
７
、
８
７
２
人
、
教
員
：

１
９
７
人
、
保
護
者
：
６
２
４
人
）
か
ら
ご
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
一
部
（
下
記
）
を

抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
詳
細

は
、
特
設
サ
イ
ト
上
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）
。
な
お
、

１
〜
４
段
階
の
選
択
式
回
答
に
お
い
て
は
、
１
を
否
定

的
な
回
答
、
４
を
肯
定
的
な
回
答
（
２
、
３
に
つ
い
て

は
、
そ
の
中
間
的
な
回
答
）
と
し
て
位
置
づ
け
、
自
身

に
も
っ
と
も
あ
て
は
ま
る
数
字
を
選
ん
で
も
ら
う
形

式
を
と
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は
、
生
徒
・
先
生
・
保
護

者
い
ず
れ
も
、
中
学
校
で
包
括

的
性
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
や

『
コ
ロ
カ
ラ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』
の
内
容

を
扱
う
こ
と
に
つ
い
て
肯
定
的

に
捉
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
り
ま
し
た
。

【生徒の回答】

Ｑ．コロカラＢＯＯＫの内容を中学校で

扱うことについて、どう思いますか。

【保護者の回答】

Ｑ．包括的性教育の教材を購入して学校

で授業を実施することについて、ど

う思われますか。

【教員の回答】

Ｑ．包括的性教育は現在の中学生にとっ

て必要だと思いますか。

▲特設サイト
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発
行
所　

一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会　
　

編
集
人　

宍
戸
亮
太
・
新
井
啓
美　
　

発
行
人　

渡
部
竜
士　
　

〒
１
６
２
‐
０
８
３
１ 

東
京
都
新
宿
区
横
寺
町
64
‐
２　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

03
‐
３
２
６
７
‐
１
０
４
１

　

教
材
研
究
を
行
う
学
術
団
体
「
日
本

教
材
学
会
」
の
事
務
局
を
、
今
年
度
か

ら
日
本
図
書
教
材
協
会
で
引
き
受
け
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
学
会
の
運
営
当

事
者
と
な
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
学
会
の

活
動
に
お
い
て
、
日
図
協
・
全
図
協
会
員
へ
の
有
益
な

事
業
・
研
究
や
、
産
学
の
連
携
（
出
版
社
・
販
売
店
・

学
者
・
教
師
・
学
生
）
に
よ
る
学
校
用
教
材
の
価
値
役

割
の
発
信
等
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

い
ま
業
界
で
起
こ
っ
て
い
る
課
題
は
、
製
販
だ
け
で

は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
学
校
・
教
師
の
ほ
か
、
多
く
の

関
係
者
と
一
緒
に
課
題
を
共
有
し
解
決
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
学
会
活
動
が
そ
の
一
助
と
な
る

よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。　

（
竜
）

編集
後記

れ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
中
学
部
会
議
で
は
、
新

学
期
の
情
勢
報
告
の
ほ
か
、
各
自
治
体
の
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
、
教
師
用
書
の
有
償
の
在
り
方
、

学
校
で
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
見
直
し
方
針
へ
の
対
応
、
生
成

Ａ
Ｉ
学
習
支
援
ツ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
情
報
・
意
見

交
換
。

◇
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

　

６
月
７
日
に
札
幌
市
「
札
幌
サ
ン
プ
ラ
ザ
」
で
開
催
。

役
員
15
名
が
出
席
。

　

各
地
の
新
学
期
の
情
勢
に
つ
い
て
情
報
交
換
、
次
年

度
に
向
け
て
研
修
会
を
企
画
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
。

◇
南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

　

６
月
７
日
に
千
代
田
区
「
出
版
ク
ラ
ブ
」
で
開
催
。

各
協
会
役
員
22
名
、
加
盟
出
版
社
２
社
よ
り
２
名
、

全
図
協
事
務
局
よ
り
２
名
が
出
席
。

　

全
体
会
で
は
小
・
中
学
共
通
の
諸
課
題
に
つ
い
て

情
報
交
換
。
小
・
中
学
別
の
分
科
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ

各
協
会
か
ら
の
情
勢
報
告
や
教
材
費
の
公
費
化
、
デ

ジ
タ
ル
教
材
の
動
向
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

◇
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

　

６
月
13
日
に
魚
津
市
「
金
太
郎
温
泉
」
で
開
催
。

各
協
会
役
員
12
名
、
加
盟
出
版
社
２
社
よ
り
３
名
、

全
図
協
事
務
局
よ
り
１
名
が
出
席
。

　

各
地
の
新
学
期
の
採
用
状
況
や
行
政
の
動
向
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
動
向
つ
い
て
の
情
報
交
換
の
ほ
か
、

学
校
で
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
見
直
し
方
針
へ
の
対
応
、
各
自

治
体
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
つ
い
て
、

教
師
用
書
の
有
償
の
在
り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

全
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
会
議
を
開
催

　

６
月
の
全
図
協
理
事
会
等
諸
会
議
に
向
け
て
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
で
は
新
学
期
販
売
商
戦
の
情
報
交
換
や
諸

課
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

◇
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

　

５
月
31
日
に
京
都
市
「
京
都
テ
ル
サ
」
で
開
催
。

各
協
会
役
員
等
19
名
、
加
盟
出
版
社
３
社
よ
り
３
名
、

全
図
協
事
務
局
よ
り
１
名
が
出
席
。

　

小
・
中
学
別
の
分
科
会
で
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
協
議
。
そ
の
後
の
全
体
会
（
協

会
長
会
議
）
で
は
、
各
協
会
か
ら
の
新
学
期
の
採
用

状
況
や
教
育
行
政
等
に
よ
る
市
場
の
動
向
の
確
認
、

教
師
用
書
有
償
の
在
り
方
や
行
政
の
対
応
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
。

◇
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

　

６
月
６
日
に
岡
山
市
「
岡
山
コ
ン
べ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
」
で
開
催
。
当
日
は
、
小
・
中
学
部
合
同
研

修
会
も
開
催
し
、
各
協
会
役
員
・
会
員
、
加
盟
出
版

社
社
員
、
全
図
協
事
務
局
等
、
約
75
名
が
出
席
。

　

研
修
会
で
は
、
全
図
協
・
渡
部
竜
士
専
務
理
事
よ

り
「
日
図
協
・
全
図
協
に
よ
る
学
校
で
の
主
体
的
な

教
材
採
択
の
尊
重
に
向
け
た
働
き
か
け
」
と
題
し
た

発
表
と
、
姫
路
大
学
教
育
学
部
・
津
下
哲
也
講
師
に

よ
る
「
デ
ジ
タ
ル
と
紙
の
融
合
が
生
む
未
来
の
学
び

～
学
力
向
上
へ
の
最
適
解
を
探
る
～
」
と
題
し
た
講

演
会
を
実
施
。

　

研
修
会
後
に
、
小
・
中
学
別
に
部
会
を
開
催
。
小

学
部
会
議
で
は
、
「
デ
ジ
タ
ル
と
紙
の
融
合
が
生
む
未

来
の
学
び
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か

日本教材学会　第 37 回研究発表大会日本教材学会　第 37 回研究発表大会

□開催日□開催日　2025 年 9 月 27 日（土）～ 28 日（日）

□会　場□会　場　香川大学教育学部

□主な内容□主な内容（予定）

　・自由研究発表（32 件）

　・研究プロジェクト発表（３件）

　・シンポジウム

　　テーマ：深い「探究」の学びに導く教材の在り方

申し込み、内容等の詳細はホームページをご覧くだ

さい。☝☝

https://kyozai-gakkai.jp/studies/tournament37/https://kyozai-gakkai.jp/studies/tournament37/

皆さまのご参加お待ちしております。皆さまのご参加お待ちしております。


